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祐，餘利野直人，“離島マイクログリッド向け需給運用計画”，電気学会電力・エネルギー部門大会

論文集，227，pp.25-15 - 16，：(CD-ROM) (2010) 

・ 伊藤秀之，中澤親志，村上賢哉，山田越生，近藤英幸，林巨己，飯坂達也，松井哲郎，中西要

祐，餘利野直人，“電力貯蔵装置を考慮した経済負荷配分制御の検討－離島マイクログリッドへ

の適用に向けて―”，電気学会電力・エネルギー部門大会論文集，226，pp.25-13 – pp.25-14 ：

(CD-ROM) (2010) 

・ 村上賢哉，林巨己，飯坂達也，近藤英幸，伊藤秀之，山田越生，中澤親志，松井哲郎，福山良

和，中西要祐，餘利野直人，“離島マイクログリッド向け経済負荷配分”，電気学会電力・エネルギ

ー部門大会論文集，225，pp.25-11 – 25-12：(CD-ROM) (2010) 

・ 山田越生，伊藤秀之，中澤親志，村上賢哉，近藤英幸，林巨己，飯坂達也，松井哲郎，中西要

祐，餘利野直人，“離島マイクログリッド向け負荷周波数制御の検討”，電気学会電力・エネルギー

部門大会論文集，106，pp.01-11 – 01-12 ：(CD-ROM) (2010) 

・ 村上賢哉，飯坂達也，鈴木聡，松井哲郎，加藤俊和，柴田典夫，“火力プラントの運転条件を最

適化する運転条件の検討”，電気学会電力・エネルギー部門大会論文集，354，pp.45-3 – 

45-4 ：(CD-ROM) (2010) 

・ 飯坂達也，鈴木聡，村上賢哉，松井哲郎，加藤俊和，柴田典夫，“多変量統計的プロセス管理技

術を用いた火力発電プラントの異常検知”，電気学会電力・エネルギー部門大会 論文集，353，

pp.45-1 – 45-2 ：(CD-ROM) (2010) 
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（３）著 書 

・ 向殿政男監修，日本機械工業連合会編，川池襄，宮崎浩一著，“機械・設備のリスクアセスメント”，

日本規格協会，308ページ， 2011年 

・ 向殿政男，北野大，小松原明哲，菊池雅史，山本俊哉，大武義人著，“なぜ，製品事故は起こる

のか～身近な製品の安全を考える～”，研成社，214ページ，2011年 

・ 小林亮，中垣俊之，“真性粘菌の運動と知性”，理論生物学（望月敦史編集），共立出版，第３章５

節を分担執筆 : 176-201，2011年 

・ 砂田利一，“現代数学への道”，岩波書店，2010年 

・ 杉原厚吉，“だまし絵のトリック --- 不可能立体を可能にする”，同人選書 ３４，科学同人，2010

年 

・ 杉原厚吉，“まさかのへんな立体”，誠文堂新光社，2010年 

・ 杉原厚吉，“エッシャーマジック --- だまし絵の世界を数理で読み解く”，東京大学出版会，2010

年 

・ A.Tomoeda， “Unified analysis on Shock Wave Formation in Traffic Jam”，VDM 

Publishing House Ltd.，2010年 

 

（４）受 賞 

・ Ig Nobel prize，“TRANSPORTATION PLANNING PRIZE for using slime mold to 

determine the optimal routes for railroad tracks”，T. Nakagaki，R. Kobayashi，A. Tero，

S. Takagi，K. Yumiki，K. Ito，T. Saigusa，D. P. Babber and M. D. Fricker，2010年 

・ 電子情報通信学会フェロー：「非線形・知的信号処理に関する研究と応用」への貢献，荒川薫，

2010年 

・ JPSJ，Papers of Editors Choice (論文“3Dimensional Dune Skeleton Model as a Coupled 

Dynamical System of 2D Cross-Sections”，J. Phys. Soc.Jpn.に関して)， 新屋啓文，粟津暁

紀，西森拓，2010年 

・ 科学技術分野の文部科学大臣表彰 若手科学者賞，柴田達夫，“細胞の確率的な情報処理シス

テムに関する研究”，2010年 

・ 第 2 回錯視コンテスト 入賞，杉原厚吉，不可能モーション“落ちないかまぼこ屋根”，日本基礎心

理学会主催，2010年 

・ 第 4回デジタルモデリングコンテスト 最優秀賞，杉原厚吉，“3シルエット立体 WHO and HOW”

（大神智洋，杉原厚吉作），日本図学会主催，2010年 

・ World Media Festival にて Education 部門 Intermedia-glove SILVER Award 受賞，杉

原厚吉，研究紹介ビデオ“Impossible Solids --- Discovery of New 3D Optical Illusion”，

Hamburg，Germany，2010年 

・ Best Visual Illusion of the Year Contest 2010 優勝 (first prize)，杉原厚吉，錯覚作品

“ Impossible Motion: Magnet-Like Slopes”，主催： Visual Sciences Society，Naples，

Florida，USA，2010年 
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・ 日本応用数理学会 論文賞（応用部門），友枝明保，2010年 

・ 最優秀ポスター講演賞，友枝明保，九州大学応用力学研究所共同利用研究集会“非線形波動研

究の新たな展開－現象とモデル化－”，2010年 

・ Best Poster Award in 2010，H. Notsu，M. Yamaguchi and D. Ueyama，JSIAM “The 

development of a self-organized mesh generator”，JSIAM 2010 Annual Meeting，Meiji 

Univ.，Tokyo (in Japanese)，2010年 

・ ポスター賞，若狭徹，“On a simplified tumor growth model with contact-inhibition”，Far 

From Equilibrium Dynamics 2011，2011年 

 


